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城下町彦根の美しい自然の中を走ろう

第25回彦根シティマラソン

日　時　９月25日㈰  　※雨天決行

　　　　9：15 スタート（10㎞・５㎞コース部門）

　　　　9：20 スタート（３㎞コース・ペア部門）

会　場　県立彦根総合運動場陸上競技場、周辺道路

募集定員　4,500人（先着順）

申　込　

郵便局　申込用紙（ 教育委員会事務局、市役所１階総

合案内、支所、各出張所、市民体育センター、各地区公

民館、市内郵便局にあります）に必要事項を記入し、

参加料を添えて郵便局で手続きをしてください。

　※ 10・11 部は、大会当日の年齢とします。

インターネット　RUNNET のホームページ（http://
runnet.jp/）から申し込むこともできます。

申込期間　

　郵便局　　　　　５月20日㈮〜７月 ８日㈮

　インターネット　５月20日㈮〜７月22日㈮

特典　ひこにゃんの T シャツのプレゼントや、豚汁、ド

リンクの提供があります。お楽しみ抽選会もありま

す。

問い合わせ先　彦根シティマラソン実行委員会事務局
（ 教育委員会保健体育課内）☎ 22-8871、FAX23-9190
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渡
わた

　辺
なべ

　史
し

　郎
ろう

（66）
稲　里　町

無　所　属　　当選３回

西
にし

　川
 かわ

　正
まさ

　義
よし

（66）
下西川町

無　所　属　　当選２回

赤
あか

　井
い

　康
やす

　彦
ひこ

（38）
小　泉　町

無　所　属　　当選３回

徳
とく

　永
なが

　ひで子
こ

（61）
松　原　町

公　明　党　　当選３回

八
や

　木
ぎ

　嘉
よし

　之
ゆき

（47）
高　宮　町

無　所　属　　当選３回

小
お

　川
がわ

　喜
き

三
さぶ

郎
ろう

（64）
西沼波町

民　主　党　　当選２回

安
あん

　藤
どう

　　　博
ひろし

（45）
高　宮　町

無　所　属　　当選３回

上
うえ

杉
すぎ

正
まさ

敏
とし

（55）
八　坂　町

公　明　党　　当選１回

矢
や

　吹
ぶき

　安
やす

　子
こ

（64）
大　藪　町

民　主　党　　当選４回

　４月24日に彦根市議会議員一般選挙が

行われ、即日開票の結果、次の24人の皆

さんが当選されました。

　なお、投票率は 45.65％で、４年前の

前回選挙に比べて 6.56 ポイント下がり

ました。

氏名（敬称略） 、年齢

住　　所

党派、当選回数

決まりました

新しい市議会議員

　辻
つじ

　　真
ま

理
り

子
こ

（60）
芹　川　町

民　主　党　　当選２回

安
やす

居
い

正
まさ

倫
みち

（67）
田　附　町

無　所　属　　当選１回

谷
たに

口
ぐち

典
のり

隆
たか

（43）
栄町二丁目

無　所　属　　当選４回

山
やま

内
うち

善
よし

男
お

（57）
海　瀬　町

日本共産党　　当選１回

安
やす

澤
ざわ

　 勝
まさる

（47）
鳥居本町

無　所　属　　当選１回

宮
みや

田
た

茂
しげ

雄
お

（67）
清　崎　町

無　所　属　　当選１回

前
まえ

　川
がわ

　春
はる

　夫
お

（74）
大　堀　町

無　所　属　　当選５回

野
の

　村
むら

　郁
いく

　雄
お

（66）
川瀬馬場町

無　所　属　　当選６回

田
た な か

中　 滋
しげ

康
やす

（68）
松　原　町

無　所　属　　当選４回

馬
ば

　場
ば

　和
かず

　子
こ

（52）
平　田　町

無　所　属　　当選３回

北
きた

　村
むら

　　收
おさむ

（71）
松　原　町

無　所　属　　当選５回

山
やま

　田
だ

　多
た

津
づ

子
こ

（55）
石　寺　町

日本共産党　　当選３回

有
あり

　馬
ま

　裕
ゆう

　次
じ

（62）
中　藪　町

無　所　属　　当選２回

杉
すぎ

　本
もと

　君
きみ

　江
え

（80）
犬　方　町

無　所　属　　当選７回

（年齢は４月17日現在）

北
きた

川
がわ

元
げん

気
き

（27）
戸　賀　町

無　所　属　　当選１回
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お
い
て
は
、
総
務
省
を
中
心
に
地

方
自
治
の
あ
り
方
を
見
直
す
た
め

の
地
方
自
治
法
の
抜
本
的
改
正
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

は
住
民
参
加
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
改
正
内
容
と
基
本
条
例
（
素

案
）
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

彦
根
市
と
し
て
は
、
今
後
の
地
方

自
治
法
の
改
正
を
見
極
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

彦
根
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

◆
受
け
て
安
心 
特
定
健
診

　

・
特
定
保
健
指
導

　

生
活
習
慣
病
を
見
つ
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す

　

私
た
ち
の
健
康
を
お
び
や
か
す

心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

く
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で

す
。
異
常
に
気
づ
く
た
め
に
は
、毎

年
の
健
康
診
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

特
定
健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
、特
定
健
康
診
査
（
こ
の
記
事
で

は
以
下
「
特
定
健
診
」
と
い
い
ま
す
）

が
、
今
年
度
も
６
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

40
～
74
歳
の
彦
根
市
国
民
健
康

保
険
（
こ
の
記
事
で
は
以
下
「
国
保
」

と
い
い
ま
す
）
の
加
入
者
に
は
、
５

月
末
に
受
診
券
と
一
緒
に
、
日
程

な
ど
を
記
載
し
た
詳
し
い
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

　

受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、

５
月
１
日
以
降
に
手
続
き
を
し
た

40
～
74
歳
の
国
保
の
加
入
者
は
、

保
険
年
金
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

　　

特
定
健
診
の
代
わ
り
に
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
る
国
保
の
加
入
者

に
は
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る

人
は
、
特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
申

し
込
む
と
き
に
、
５
月
末
に
送
付

す
る
特
定
健
診
受
診
券
を
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
広
報

ひ
こ
ね
６
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

7�
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査

　

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
健

康
診
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
、
彦
根

市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
国
保
の
加
入
者

と
同
じ
よ
う
に
、
５
月
末
に
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。（
す
で
に
生
活

習
慣
病
な
ど
で
、医
療
機
関
で
受
診
し

◆
「
彦げ

ん

」
の
交
付
は

　

５
月
31
日
㈫
ま
で
で
す

　

平
成
22
年
度
中
の
「
美
し
い
行

為
」
に
対
す
る
地
域
通
貨
「
彦
」
の

交
付
は
、
５
月
�1
日
㈫
ま
で
で
す
。

　

交
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、「
彦
」

を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
期
間
内
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
支
所

交
付
期
限　

５
月
31
日
㈫

交
付
に
必
要
な
も
の　

平
成
22
年

度
の
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活

動
報
告
書
」、
印
鑑

※
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
報

告
書
」
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
、 ▲美しいひこね創造活動報告書 （オレンジ色）

す
ぐ
に
再
発
行
し
ま
す
。

ま

ち
づ
く
り
推
進
室
か
支
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
「
彦
根
市
基
本
条
例
（
素
案
）

      

に
係
る
提
案
」

　

市
長
へ
報
告
が
あ
り
ま
し
た

　

彦
根
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

検
討
委
員
会
（
こ
の
記
事
で
は
以
下

「
検
討
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
）
は
、平

成
23
年
２
月
、「
彦
根
市
基
本
条
例

（
素
案
）
に
係
る
提
案
」
を
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
は
、基
本
条
例
（
素

案
）
が
、
市
民
と
彦
根
市
が
目
指

す
べ
き
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
共
有

し
、
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、「
市
民
と
彦
根
市
の
関
係
」

や
「
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
理

念
や
仕
組
み
」
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
考
え

の
も
と
に
、
地
方
自
治
や
市
政
運

営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や

条
例
、
制
度
や
仕
組
み
を
「
彦
根

市
ら
し
く
、
彦
根
の
ま
ち
の
か
た

ち
に
合
う
ル
ー
ル
」
と
し
て
体
系

化
す
る
方
針
で
報
告
書
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
国
に

▶
市
長
に
報
告
す
る
検
討
委
員
の
皆
さ
ん

保

険

年

金

課

か

ら

の

お

知

ら

せ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

　

受
診
を
希
望
す
る
人
で
、
受
診

券
が
届
か
な
い
場
合
は
、

保
険

年
金
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
お
届
け
し
ま
す

　　

彦
根
市
で
は
、
国
保
の
加
入
者

に
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
同
じ
月
に
医
療

機
関
で
受
診
し
た
人
の
医
療
費
を
、

世
帯
ご
と
に
年
間
６
回
お
知
ら
せ

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
料
な
ど
を
、
医
療
費

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、

適
切
な
受
診
を
心
が
け
て
い
た
だ

く
よ
う
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
に
は
、
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
医
療
保
険
の
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

ま

ち

づ

く

り

推

進

室

か

ら

の

お

知

ら

せ

　

提
案
の
内
容
は
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
の
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
度
の
軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書
を
、
５

月
中
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
な

ど
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も

と
で
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
し

て
い
ま
す
。

　

１
人
の
障
害
者
に
つ
き
、
普
通

自
動
車
を
含
め
て
、
減
免
の
対
象

と
な
る
軽
自
動
車
な
ど
は
、
１
台

限
り
で
す
。　

申
請
手
続　

必
要
な
書
類
を
添
え

て
、
５
月
24
日
㈫
ま
で
に
、

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
、
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
ご
本
人
へ

　

総
務
省
で
は
、「
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
」「
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
」
の
本
人
に
「
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
」
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
書
状
は
、
先
の
大
戦
に

お
い
て
、
外
地
等
（
事
変
地
の
区

域
、
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
」
と
「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
」
で
、
慰
労
給
付
金
の
支
給
対

象
と
な
ら
な
い
人
、
ま
た
は
普
通

恩
給
を
受
け
て
い
な
い
人
に
対
し

て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
遺
族
や
す
で
に
書
状
を
受
け

取
っ
た
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

※
請
求
期
限
は
、
平
成
25
年
３
月

31
日
㈰
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣
官

房
総
務
課
管
理
室　

業
務
担
当

（
〒
１
０
０-

８
９
２
６　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２-

１-

２
）
☎

03-

５
２
５
３-

５
１
８
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
03-

５
２
５
３-

５
１

９
０
番

　

　荒神山付近の宇曽川と、曽根沼公園一帯な

どで、清掃活動を行います。

日時　５月28日㈯　

　9：00 〜 11：00（受付 8：30 〜）

　※雨天中止（当日 7：00 に決定します）

集合場所　子どもセンター前広場（日夏町）

持ち物　清掃活動しやすい服装、飲料水など

その他　駐車場の混雑が予想されます。

　できるだけ乗り合わせてお越しください。

　 荒神山自然の家入り口側

　の駐車場をご利用ください。

問い合わせ先　 清掃センター

　☎ 22-2734、FAX24-7787

ごみゼロ大作戦
〜荒神山周辺をきれいにしよう〜

税
務
課
ま
た
は
支
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

❶
身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
）

※
障
害
の
級
な
ど
に
よ
っ
て
、
減

免
を
受
け
ら
れ
る
範
囲
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、納

税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

❷
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

❸
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
の
写

し
（
車
検
の
な
い
車
種
は
除
く
）

❹
納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

❺
印
鑑
（
認
印
）

※
生
計
を
同
一
に
し
な
い
介
護
者

が
運
転
す
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

☎
30-

６
１
０
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
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〈日時〉6月18日㈯　11：00 〜 17：00（学祭は雨天決行。雨

天時の出店は、出店者の判断にお任せします）　〈場所〉　滋賀
県立大学　湖

うみ

風
かぜ

夏
なつ

祭
まつり

会場内（八坂町）　〈出店料〉１ブース
100円（１ブース2.5m×2.5m）　※１人１ブースまで  〈出

店数〉　150 ブース（申込多数の場合は抽選）　〈出店内容〉　再
び使うことを目的とした衣類・雑貨・本・CD など　※

食品・食料・生き物は一切禁止　〈申込期間〉５月16日㈪〜
同 21日㈯　〈その他〉当選は、６月３日㈮までの書類郵
送をもってかえます。　〈申込方法・問い合わせ先〉①電

話による受付　☎ 28-8227　月〜金曜日 12：30 〜 13：
00、18：30 〜 20：00、土曜日 11：00 〜 17：00　②は

がきによる受付　出店者の氏名（ふりがな）、住所、電話
番号、隣接希望の有無、隣接希望者の氏名、駐車場（１

ブース１台）の要・不要を記入して滋賀県立大学湖
こ

風
ふう

祭
さい

実行委員会（〒 522-8533　八坂町 2500）　③ホームペー

ジによる受付　ホームページ：http://kofoo.jimdo.com/

（公財）滋賀県人権センターでは、同和問題をはじめとす
る人権問題の解決に向けて、さまざまな事業を推進する
ため、ご賛同・ご協力いただける賛助会員を募集しま
す。　〈種別〉　ア．特別賛助費：１口 15,000円（年額）、イ．

協力賛助費：１口 3,000 円（年額）　〈会員特典〉　①月刊
誌「じんけん」を毎月１部送付します。　②エキスパー
トスクール「人権の友」を優先的に受講（受講料割引）で
きます。　③特別賛助会員には、ご希望により月刊誌

「じんけん」に広告を掲載します。　〈賛助費の用途〉　賛
助費により、月刊誌「じんけん」の出版やエキスパート
スクール「人権の友」の開校、人権に関する資料（伝統文

化、産業、労働）の収集・情報提供などを行います。詳し
くは 人権政策課、支所、各出張所などに置いてある募
集要項（申込書）をご覧ください。　〈問い合わせ先〉　（公財）
滋賀県人権センター総務企画担当☎ 077-522-8243、
FAX077-522-8289

〈趣旨〉先の大戦で亡くなられた人々を慰霊するため、遺

族の参加を募り、戦地を巡拝するものです。　〈巡拝地

域および時期〉グルジア・ウクライナ、ハバロフスク地
方、アムール州、沿海地方（ロシア）、モンゴル、中国東
北地区、パラオ、インドネシア、ビスマーク・ソロモン諸
島、東部ニューギニア、フィリピン、硫黄島　※巡拝時
期や費用など、詳しくは 社会福祉課までお問い合わせ
ください。　〈参加申込にあたっての注意点〉　対象は原
則 80 歳以下の人です。慰霊巡拝に訪れる地域は、日本
と気候風土が異なり、また、観光客が通常訪れない地域
を長時間移動することがあるので、参加できる健康状態
であるという医師の証明が必要です。政府派遣団として
行動するため、各々の戦没場所の慰霊はできないことが
あります。　〈問い合わせ先〉　 社会福祉課☎ 23-9590、
FAX26-1768

〈内容〉　新緑の美しい季節に、家族で子どもセンター周辺の
樹木ウォッチングをしませんか。観察した木に、手描きの名
札付けもします。　〈日時〉　５月28日㈯　９：00 〜11：30

（小雨決行）　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉小学生
とその保護者　〈定員〉15組（先着順）　〈申込開始日〉５月16
日㈪　〈参加費〉100 円（テキスト・保険代含む）　〈持ち物〉筆
記用具、雨具、軍手、水筒など　〈申込方法〉電話か、直接
子どもセンターで申し込んでください。　〈問い合わせ先〉子
どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

〈内容〉　いつまでも好奇心を持ちながら、さまざまなチャレ
ンジができるように自分自身を見つめ直し、またコミュニ
ケーションを円滑にするための知識や技法についても学び
ます。 〈日時〉　下の表のとおり　〈場所〉　　男女共同参画セン
ター「ウィズ」 （平田町）　〈対象〉　20 〜30 歳代の女性　〈定

員〉　20人 （先着順）　〈受講料〉　各回 200 円 （資料代）※６月
13日㈪の講座は別途500円（材料費）必要。　〈申込期間〉

５月16日㈪〜６月３日㈮　〈その他〉　託児あり（０歳〜就学前、

要予約、１回１人 200 円）　〈申込方法・問い合わせ先〉　電話、
FAX、またはＥメールで、 男女共同参画センター「ウィズ」
☎ 24-3529（FAX 共用） 、 Ｅメール ： with.hikone@oboe.
ocn.ne.jp

〈内容〉❶フォークリフト技能講習　場  所 クレフィール湖
東（東近江市）　 日  時 ６月17日㈮〜同24日㈮　８：00〜17：
00　 申込期限 ６月１日㈬　❷オフィスクリーニング技能講

習　場  所 滋賀ビル （大津市）　日  時６月28日㈫〜７月７日
㈭ 　10：00〜16：00　申込期限６月14日㈫　❸介護員（ヘル

パー２級）養成講習会　場  所 龍谷大学（大津市）　日  時 ７月
４日㈪〜11月18日㈮  ９：30〜16：30　 申込期限６月21日
㈫　〈対象〉滋賀県在住で、講習に係る就業を希望し、ハ
ローワークで求職登録をしている55〜65歳の人　〈定

員〉　❶・❷は20人、❸は40人（いずれも申込多数の場合は抽

選）　〈費用〉無料　〈その他〉　講習終了後、就職合同面接会
を実施します。　〈申込方法・問い合わせ先〉　電話か、FAX・
はがきの場合は、郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢、
求職番号を書いて、㈳滋賀県シルバー人材センター連合
会（〒520-0054　大津市逢坂１-１-１） ☎ 077-525-4128、
FAX077-527-9490

 

　再就職・就業支援　シニア対象「講習会」

　女性チャレンジ支援セミナー　ワタシの女子力 UP 時間

〈内容〉　彦根城の内堀沿いにある桜の樹勢の回復と、景観
を保持するために、施肥作業
を実施します。作業をしてい
ただくボランティアを募集し
ます。　〈日時〉 　６月５日㈰９：
30 〜　〈集合場所〉　彦根城桜
場駐車場　〈定員〉　50 人　〈申

込方法〉　直接、集合場所へお
越しください。　〈問い合わせ

先〉　 教育委員会文化財課☎
26-5833、FAX26-5899　

〈内容〉　聴覚障害者に対する理解と、手話ができる市民を
増やし、聴覚障害者が自由に社会参加できるバリアフリ
ー社会を担う人を養成することを目的に行います。〈日

時〉　６月21日㈫〜11月１日㈫の 19：00 〜 21：00 （全 20

講座） 　〈場所〉　障害者福祉センター多目的室（平田町）　
〈対象〉　手話の学習経験がない人、または手話の学習経験
がおおむね１年未満の人（簡単な手話ができる程度の人）

で、次の条件を満たす人   ❶ 18 歳以上（高校生は除く）

で、市内に在住・在勤・在学している　❷原則として、
全課程が履修できる　〈定員〉　20 人程度（申込多数の場合

は抽選）　〈費用〉　受講は無料。ただし、教材費 1,200 円な
どは自己負担。　〈申込期間〉　５月16日㈪〜同31日㈫　

〈その他〉　都合により、日程や会場を変更することがあり
ます。　〈申込用紙の配布場所〉　市役所１階総合案内、支
所、各出張所、 障害福祉課　〈申込・問い合わせ先〉　申
込用紙に必要事項を記入し、 障害福祉課（〒 522-0041 

平田町 594）に郵送、FAX、または直接お持ちいただき
申し込んでください。☎ 27-9981、FAX26-1767

彦根市障害者福祉推進会議は、彦根市障害者計画「ひこね
障害者まちづくりプラン」の策定や適正な進行管理などを
協議する会議です。この推進会議で彦根市がすすめる障害
福祉施策などについて、意見や提案をしていただく委員を
募集します。推進会議は、平成23年度に５回程度、平成
24・25年度に年１・２回程度の開催予定です。　〈応募条

件〉 市内に在住し、障害のある人、または障害のある人の
家族で、18 歳以上の人（高校生は除く）　〈定員〉 ２人（応募者

多数の場合は選考）　〈任期〉 ７月〜平成26年6月の３年間
〈申込方法〉 　住所、氏名、生年月日、電話番号と応募の動
機（400 字程度）を書いて 障害福祉課へ（郵便、FAX、

Ｅメールでも応募できます）　〈申込期限〉５月31日㈫（消印

有効）　〈その他〉推進会議は、公募委員のほか、学識経験
者や障害者福祉団体などから推薦された人など、27人
で構成されます。　〈申込・問い合わせ先〉　 障害福祉課

（〒 522-0041 平田町 594）☎ 27-9981、FAX26-1767、
E-mail：shogaifukushi@ma.city.hikone.shiga.jp　

　手話奉仕員養成講座（入門課程）

　彦根市障害者福祉推進会議委員

  

〈日程〉下表のとおり　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　

〈対象〉　小学４年生〜中学３年生　〈定員〉　20人程度　〈年

会費〉3,000 円（会員は、星空教室の受講料が無料になります）    

〈申込開始日〉　５月16日㈪〜（以後随時募集）　〈申込方法・問

い合わせ先〉電話かファクス、または直接子どもセンター☎
28-3645、FAX28-3646

　ネイチャーキッズ　木のたんけん隊 　子どもセンター　天文クラブ

 

　（公財）滋賀県人権センター特別賛助費制度　会員

　彦根城 桜の木を保護するための施肥作業　　滋賀県立大学学祭　フリーマーケット出店者

　政府主催 戦没者慰霊巡拝

大
藪
浄
水
場
の
施
設
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

水
道
事
業
は
、

健
康
で
文
化
的

な
国
民
生
活
や

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
皆
さ
ん
に
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、「
蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の　

夢･

未

来
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６
月

１
日
㈬
～
同
７
日
㈫
を
水
道

週
間
と
し
て
、
全
国
で
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
大
藪
浄
水
場

の
施
設
見
学
を
行
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰　

午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
所　

大
藪
浄
水
場
（
八
坂
町
）

内
容　

施
設
見
学
、
利
き
水
、

給
水
車
や
パ
ネ
ル
の
展
示
、

出
店
コ
ー
ナ
ー
な
ど

施
設
見
学　

１
回
目　

午
前

10
時
～
、
２
回
目　

午
後
２

時
～
（
当
日
、
受
付
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
）

※
雨
天
時
は
、
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
水
道

業
務
課
☎
22-

２
７
２
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４

番

▲大藪浄水場の施設

　見学の様子
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全国一斉「人権擁護委員の日」特設相談所を開設

　相談は無料で、秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

日時　６月１日㈬　13：00 〜 15：00

場所　▶市役所１階　市民相談室

　　　▶ 男女共同参画センター「ウィズ」会議室

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
、「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長

の
推
薦
に
よ
り
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
人
で
す
。
市
内
で

は
、
左
の
表
の
皆
さ
ん
が
人
権
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
に
従
事

し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
や
隣
近
所
で
の
問
題
な

ど
も
含
め
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
る
、

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

人　

権　

相　

談

　

人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
の
ほ
か
に
、
次

の
場
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
例
の
人
権
相
談

　
　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相

　
　

談
室
（
※
11
月
の
第
３
水
曜
日

　
　

は
、
支
所
）

▼
大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支
局

場
所　

西
今
町
58-

３
（
彦

根
地
方
合
同
庁
舎
内　

Ｊ
Ｒ

南
彦
根
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３

分
）
☎
22-

０
２
４
２
番

いちばん身近な相談相手  人権擁護委員  

  

部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくし、人権が
尊重される住みよい社会の実現を目標に実行委員会を
組織し、青年集会を開催します。実行委員のメンバーと
なって交流を深め、活動の輪を広げてみませんか。　

〈青年集会の開催日〉平成24年２月５日㈰　〈申込資格〉

青年集会の趣旨を理解し、意欲を持って企画・運営など
に取り組める人（活動は月１回程度）　〈定員〉　若干人　〈申

込期限〉５月16日㈪〜同27日㈮　〈申込・問い合わせ先〉　

教育委員会人権教育課☎ 24-7971、FAX23-9190

　「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会」実行委員　
  

女性が手をつなぎ、人権が尊重される住みよいまちづく
りを目指し、「差別をなくし人権を尊ぶあなたと私のつ
どい」を開催します。このつどいは実行委員会を組織し
て取り組みます。皆さんの企画力・実践力を実行委員会
で生かし、部落差別・女性差別などあらゆる差別の解
消のための一歩を踏み出してみませんか。　〈つどいの

開催日〉12月10日㈯　〈申込資格〉つどいの趣旨を理解し、
意欲を持って企画・運営などに取り組める人（活動は月

１回程度）　〈定員〉若干人　〈申込期限〉５月16日㈪〜同27
日㈮　〈申込・問い合わせ先〉 教育委員会人権教育課☎
24-7971、FAX23-9190

　「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市女性のつどい」実行委員　

　

避
難
元
（
避
難
さ
れ
る
前
の

住
所
地
）
の
県
や
市
町
村
は
、

「
見
舞
金
等
の
手
続
き
」
や

「
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
通

知
」
な
ど
、
被
災
支
援
の
情

報
提
供
を
行
う
た
め
に
、
全

国
各
地
で
避
難
生
活
を
さ

れ
て
い
る
世
帯
の
住
所
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

彦
根
市
へ
避
難
さ
れ
て

い
る
人
は
、
所
定
の
届
出
を

市
民
課
で
行
う
こ
と
で
、

避
難
元
か
ら
の
支
援
情
報

を
郵
便
物
な
ど
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
（
下
の
図
参
照
）。

全
国
避
難
者

情
報
シ
ス
テ
ム　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

総
務
省
が
運
用
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
て
、
避
難
さ
れ
て

い
る
本
人
（
世
帯
）
の
同
意

を
得
て
、
避
難
し
て
い
る
市

町
村
か
ら
避
難
元
の
県
や

市
町
村
に
、
避
難
さ
れ
て
い

る
本
人
（
世
帯
）
の
情
報
を

提
供
し
ま
す
。

手
続
き
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　

市
民
課
で
所
定
の
用
紙

に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
付
時
に
本
人
確
認
書

類
（
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
な
り
す
ま
し
」
な
ど
を
防

ぐ
た
め
で
す
。

　

被
災
な
ど
の
た
め
に
、
本

人
確
認
書
類
が
な
い
場
合

も
、

市
民
課
が
「
聞
き
取

り
」
を
し
て
手
続
き
を
し
ま

す
。

　

す
で
に

市
民
課
で
転

入
手
続
き
を
し
た
人
も
、
全

国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

の
た
め
の
手
続
き
が
新
た

に
必
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

全
国
避
難
者
情
報

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て　

危
機
管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

届
出
に
つ
い
て　

市

民
課
☎
30-

６
１
１

１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２

２
２
０
番

避　

難　

さ　

れ　

て　

い　

る　

人

避
難
先
の
市
町
村

　

（
例
え
ば
彦
根
市
）

避
難
先
の
都
道
府
県

　

（
例
え
ば
滋
賀
県
）

避
難
さ
れ
る
前
の
住
所
地
の
県
・
市
町
村

提供していただく情報
▶氏名、生年月日、性別

▶避難前の住所

▶避難先（避難所、個人宅など）

お知らせ

▶見舞金などの各種給付の連絡　▶国民健康保険証の再発行

▶税や保険料などの減免・猶予・期限延長などの通知など

  避難されている人からの情報提供の流れ（全国避難者情報システム）

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り

彦
根
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集は、早めに申し込んでください。

（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日  

に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈬

２日㈭

３日㈮

� 日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第

１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、

西今、平田（大沢）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、野瀬、

海瀬、三津屋、西今町（伊庭団地）

里根、外、幸、池州、城町一丁目、栄町一丁目、西今、八坂、

八坂北、開出今団地（第１・３部）、宇尾、須越

芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、山之脇、大藪、小泉（開出）、

竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地、宇尾

地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（下）、芹川（北、

千鳥ヶ丘）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）

大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、中

藪一丁目、中央（第２・３部）、立花、開出今、宇尾、竹ケ鼻、

賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）

正法寺（太平団地）、金亀、尾末、元、船、旭、城町二丁目、

栄町二丁目、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、開出今、京

町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、彦富（笹田団地を除く）、

金沢（林、中下、長江）、清崎（東、西）、中藪町

佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、

小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、和田、開出今、甘呂、

彦富（笹田団地を除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡 回 日 程【 ６ 月 前 半 】

図書館休館日 ６日㈪、13 日㈪

２日㈭

３日㈮

１日㈬

７日㈫

８日㈬

９日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人権・福祉交流会館（WA っとねす春日）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１0日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

６月前半

１4日㈫
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

６月前半
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寺て
ら

木き

大だ
い

智ち

ち
ゃ
ん

（
立
花
町
）

上う
え

田だ

心し
ん

汰た

ち

ゃ

ん

（
地
蔵
町
）

増ま
す

田だ

来こ

夏な
つ

ち
ゃ
ん

（
芹
川
町
）

ひこね元気計画�1
推進中！
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出
し
て
、
伏
見
城
内
の
自
分
の
屋
敷

に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
武
断
派
の
軍

勢
が
三
成
を
追
っ
て
伏
見
城
に
迫
る

な
ど
、
か
な
り
緊
迫
し
た
状
況
と
な

り
ま
し
た
が
、
家
康
の
仲
介
に
よ
り
、

三
成
は
佐
和
山
に
蟄ち

っ

居き
ょ

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

※
１　

あ
る
行
為
を
禁
止
す
る
札

※
２　

領
地
な
ど
を
保
障
す
る
文
書

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 

石
田
三
成
と
秀
吉

　

石
田
三
成
は
、
永え

い

禄ろ
く

３
年
（
１
５

６
０
）、土ど

豪ご
う

（
土
着
の
豪
族
）
で
あ
っ

た
石
田
正ま

さ

継つ
ぐ

の
子
と
し
て
近
江
国
坂

田
郡
石
田
村
（
現
在
の
長
浜
市
石
田
町
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
を
佐
吉
と

称
し
、
の
ち
に
三
也
、
そ
し
て
三
成

と
改
め
ま
し
た
。

　

三
成
が
秀
吉
の
目
に
と
ま
る
の
は
、

秀
吉
が
長
浜
城
主
の
頃
。
二
人
の
出

会
い
に
つ
い
て
は
、
鷹
狩
り
の
帰
途

の
秀
吉
に
「
三さ

ん

献こ
ん

の
茶
」
を
点た

て
て

秀
吉
の
賞
賛
を
あ
び
た
、
有
名
な
逸い

つ

話わ

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
秀
吉
の
身
の
回
り
の
世

話
を
す
る
近き

ん

習じ
ゅ
う

と
な
っ
た
三
成
は
、

持
て
る
機
敏
な
才
能
に
よ
っ
て
秀
吉

の
信
任
を
集
め
、
や
が
て
天
下
人
を

め
ざ
す
秀
吉
の
「
知
の
参
謀
」
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
三
成
が
、
佐
和
山
に
入
る
の

は
天て

ん

正
し
ょ
う

19
年（
１
５
９
１
）４
月
の
こ

と
で
し
た
。
当
初
は
秀
吉
蔵く

ら

入い
り

地ち

（
秀

吉
が
直
接
管
轄
す
る
土
地
）
を
預
か
る

代
官
と
し
て
の
入
城
で
し
た
が
、
４

年
後
の
文ぶ

ん

禄ろ
く

４
年
（
１
５
９
５
）
に
は
、

晴
れ
て
伊
香
・
浅
井
・
坂
田
・
犬
上

４
郡
を
治
め
る
佐
和
山
城
主
と
な
り

ま
す
。

　

三
成
は
佐
和
山
城
主
に
な
る
と
、

翌
年
さ
っ
そ
く
新
し
く
領
地
と
な
っ

た
村
々
へ
の
掟

お
き
て

書が
き

の
発
布
と
、
城
の

大
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し

三
成
に
は
、
天
下
人
秀
吉
の
下
で
側

近
と
し
て
の
政
務
が
控
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
佐
和
山
不
在
が
多
い

三
成
に
代
わ
っ
て
、
領
内
の
日
常
的

な
統
治
を
行
っ
た
の
が
父
正
継
で
し

た
。
旧
領
内
に
は
、
正
継
の
出
し
た

禁き
ん

制ぜ
い

札ふ
だ(

※
１)

や
安あ

ん

堵ど

状
じ
ょ
う(

※
２)

が

多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

秀
吉
の
死
去

　

慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）
５
月
頃
か

ら
秀
吉
は
病
に
犯
さ
れ
始
め
、
日
に

日
に
衰
弱
が
加
わ
り
ま
し
た
。
死
期

を
悟
っ
た
秀
吉
は
、
跡あ

と

目め

（
跡
継
ぎ
）

で
あ
る
秀ひ

で

頼よ
り

が
い
ま
だ
幼
少
で
あ
る

こ
と
に
不
安
を
抱
き
、
主
だ
っ
た
大

名
た
ち
を
再
三
呼
び
寄
せ
て
、
秀
頼

を
表
裏
別
心
な
く
盛
り
立
て
る
よ
う

に
誓せ

い

書し
ょ

を
書
か
せ
ま
し
た
が
、
そ
の

年
の
８
月
18
日
、
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人

と
な
り
ま
し
た
。

▲佐和山城跡の本丸近くに残る石垣の一部

石
田
三
成
の
佐
和
山
引
退

　

秀
吉
の
死
後
、
政
局
は
徳
川
家
康

と
秀
頼
の
補
佐
役

で
あ
っ
た
前ま

え

田だ

利と
し

家い
え

の
均
衡
の
上
に
、

よ
う
や
く
平
静
を

保
っ
て
い
ま
し
た

が
、
利
家
は
秀
吉
が

亡
く
な
っ
て
１
年

も
た
た
な
い
間
に

こ
の
世
を
去
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
家
康

の
比
重
が
し
だ
い

に
増
す
一
方
で
、
利

家
と
と
も
に
あ
っ

た
三
成
の
地
位
は

劣
勢
を
ま
ぬ
が
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
利

家
が
亡
く
な
っ
て

間
も
な
く
、
そ
の
こ

と
を
決
定
づ
け
る

出
来
事
が
起
き
ま

す
。
朝
鮮
出
兵
以
来

顕
著
と
な
っ
て
い

た
三
成
た
ち
吏り

僚
り
ょ
う

派
と
、
加
藤
清
正

ら
武ぶ

断だ
ん

派
の
反は

ん

目も
く

が
激
化
し
、
一
触

即
発
の
状
態
に
な
っ
た
の
で
す
。
身

の
危
険
を
感
じ
た
三
成
は
大
坂
を
脱

今月の納税 固定資産税（第１期）、軽自動車税（全期） ５月31日㈫までに納めましょう


